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 地震波速度の大規模異方性は、マントル対流のメカニズムに迫る鍵であると言えよう。1980年代、Tanimoto and 

Anderson (1983) を初めとして、幾つかの太平洋の表面波の伝搬速度の速い方向のマッピングの試みが行われた。

しかし、当時の地震記録では、得られたマッピングの統計的有意性は必ずしも明確でかった。 

 1990 年代に入って、地震データが質量共に飛躍的に増大し、それの基づいたグローバルな表面波伝搬速度の

方位異方性のマッピングも行われている（例えば、Montagner (1998)）。  

 この研究では、アメリカ西海岸（太平洋プレートと北アメリカプレートとの境界）で起こった地震からＫＩ

Ｐ（ハワイ）とＲＡＲ（クック諸島）までのピュアーパスの、周期２０秒から３０秒の短周期表面波の方位異方性

を調べた。周期２０秒から３０秒の表面波に焦点を絞ったのは、固有関数の深さ分布から見て、基本モードのレー

リー波は深さ２０km から５０km くらいまでの、ラブ波は深さ１５０km までのプレート内の速度構造の平均的な情

報を担っているからである。東太平洋のピュアーパスに限った理由は二つである。一つは、海洋底年代０Ｍａに近

いプレート境界から同じ観測点までなので、海洋底年代の違いによる不均質の影響が地球上で最も小さく、海の深

さも 4500ｍから 5500ｍ？で比較的均質だからである。二つ目は、周期２０秒から３０秒の表面波の場合、地殻の

厚さが急変する陸と海のプレート境界や海溝を通過すると波形が大きく乱れるからである。群速度は、波形をヒル

ベルト変換し、その放絡線を引いて、最大になるところを到達時刻として、計算した。 

 Larson and Ekstrome (2001) の群速度分布を用い、Yoshizawa and Kennett (2002)の SURFRAY によって波

線を計算したが、メキシコ沈み込み帯から東太平洋海膨を越えてくる場合を除いて、ここで用いたピュアーパスの

データの場合は、波線の曲がりは無視できる。 

 表面波の群速度の方位変化は、ＫＩＰで見た場合もＲＡＲで見た場合もほとんど同じで、場所による違いで

もなく、伝搬距離による違いでも無いことが分かる。プレート拡大方向である東西方向で、レーリー波とラブ波の

群速度は～３.９５km/s、４.３５km/s、 南北方向で、３.８５km/s、４.４km/s で、レーリ波には、約３％の２象

限型の方位異方性があるが、ラブ波はばらつきが大きく（群速度が決めにくい）、４象限型の異方性があるのかど

うか明確なことは言えそうもない。Ｑの影響は ０.０１km/s 程度であるが、ここでは補正していない。 

 方位異方性がるとすると、Kawasaki and Tanimoto (1990)によると、特定の方向（Kawasaki (1986)のモデル

だとプレートの拡大軸からほぼ８０度の方向）では、０秒から３０秒で、基本モードのラブ波と１次の高次モード

のレーリー波との間でカップリングが起こり、ほぼ同時に到達して異常な質点運動が生じるはずである。もしこの

様な現象が実証できれば、方位異方性の独立な証拠となるであろう。 

 しかしながら、基本モードのラブ波に匹敵する振幅の１次の高次モードのレーリー波が観測できるのはほぼ

100km より深い地震に限られる。方位異方性の方位マッピングのために地震を選んだ範囲内ではその様な地震は数

個しかなく、１つの地震の場合はその様な質点運動の異常が見られたが、基本モードのラブ波と１次の高次モード

のレーリー波との間でカップリングの実証というにはまだまだである。 


